重要保管 


本紙では、お買いあげいただいた製品についての仕様を記載しております。 
ご覧いただいた後も大切に保管してください。 


本製品をお買い求めのお客様へ 


◎型名•型番について 

このたびは本製品をお買い求め頂きまして、誠にありがとうございます。本製品は VW500/GG を 
ベースに企画されたモデルです。本製品に添付のマニュアル等では型名•型番を下記の通り読み 
替えてください。また、本製品はベースモデルから Office Personal 2003を削除したモデルとなりま 
すので、添付のマニュアル等をご費になる際はご注意願います。 



マニュアル等での表記 

本製品 

型名 

VW500/GG 

VW500/GH1Y 

型番 

PC-VW500GG 

PC-VW500GH1Y 


◎添付品について 

本製品では、添付品が一部変更されています。 

添付のマニュアル類をご寶になる際には、が下に示す添付品の削除がありますので、ご注意願 
います。 

■削除された添付品 

Microsoft® Office Personal Edition 2003パツケージ 


◎本体仕様一覧ついて 

添付のマニュアル『準備と設定付録-仕様一賣-「本体仕様一覧」の項目は、次のように読み替 
えてご K ください。 



マニュアル等での表記 

本製品 

型名 

VW500/GG 

VW500/GH1Y 

型番 

PC-VW500GG 

PC-VW500GH1Y 


CPU 

HT テクノロ シー インテル" 
Pentium® 4プロセッサー 524 
(3.06GHz) 

インテル" 

Celeron® D プロセッサー 352 
(3.20GHz) 


キャッシュ 

メモリ 

2次 

1MB 

512KB 

ドライブ 

ハードディスク 

約 300GB (Serial ATA、 高速 
7,200回転/分） 

約 250GB (Serial ATA、 高速 
7,200回転/分） 

Windows® 
システムか 
ら認識され 
る容量 

C ドラ 
イブ/ 
空き 
容量 

約 259GB/ 約 245GB 

約 213GB/ 約 199GB 

消費 

電力 

標準/最大/ 
スタンバイ状態時 

約1 37W/ 約 264W/ 約 20W 

約1 33W/ 約257 W/ 約 20WX35 

エネル 
ギー消 
費効率 

2005年度基準 
(省エネ基準達成率） 

P 区分0.00146 (AAA) 

P 区分0.00140 (AAA) 

2007年度基準 

j 区分0.0053 

j 区分0.0049 

X35: 設定を更により休止状態およびI 

眶源オフ時、約 7W にすることが可能です。 
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◎TV 機能仕様一覧ついて 


添付の マニュアル 『準備と設定付録-仕様一覧- 「 TV 機能仕様一寶」- 「アナログ TV 機能仕様」 
の項目は、次のように読み替えてご覧ください。 



マニュアル等での表記 

本製品 

型 名 

VW 500 /GG 

VW 500/ GH 1 Y 

型番 

PC - VW 500 GG 

PC - VW 500 GH 1 Y 

映像関連 
機能 

(地上アナ 
ログ 放送） 

最長録 
画時間 

高画質 

モート 

約70時間 

約56時間 

標準画質 

モート 

約136時間 

約110時間 

長時間 

モート 

約260時間 

約210時間 

超長時間 

モート 

約406時間 

約329時間 


添付のマニュアル『準備と設定付録-仕様一覽 -「 TV 機能仕様一費」-「デジタル TV 機能仕様」 
の項目は、次のように読み替えてご覧ください。 



マニュアル等での表記 

本製品 

型 名 

VW 500 /GG 

VW 500/ GH 1 Y 

型番 

PC - VW 500 GG 

PC - VW 500 GH 1 Y 

映像関連 
機能 

(地上デジ 
タル放送） 

最長録 
画時間 

デジタルハイビ 
ジョン TV が送 

約36時間 

約28時間 

デジタル標準 
TV 放送 

約68時間 

約54時間 

アナログ 画質 
(超長時間 

モー r ) 

約406時間 

約329時間 


◎その他 <アナログ放送からデジタル放送への移行について> 

デジタル放送への移行スケジュール 

地上デジタル放送は、関ま、中京、近畿の兰大広域圏の一部で2003年12月から開始され、 
その他の地域でも、2006年末までに放送が開始される予定です。 

該当地域における受信可能エリアは、当初限定されていますが、順次拡大される予定です。 
地上アナログ放送は2011年7月に、 BS アナログ放送は2011年までに終了することが、 
国の方針として決定されています。 






